
〓重
・
六
大
Ａ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一二
重
県
津
市
大
里
窪
田
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
四
月
―

一
九
九
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一二
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
穂
積
裕
昌

・
山
本
義
浩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

・
河
道
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
―
中
世

（
三
ハ世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

六
大
Ａ
遺
跡
は
津
市
の
北
部
、
志
登
茂
川
右
岸
の
標
高
四
―

一
〇
ｍ
の
緩
や

か
な
丘
陵
斜
面
に
立
地
す
る
。
遺
跡
か
ら
約
五
航
下
る
と
伊
勢
湾
へ
出
ら
れ
る

が
、
地
元
の
伝
承
に
よ
る
と
、

か
つ
て
は
河
口
か
ら
六
大
Ａ
遺

跡
付
近
ま
で
舟
で
遡
上
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。

，

　

志
登
茂
川
と
そ
の
支
流
、
毛

圭
ロ練

無
川
の
流
域
は
、
特
に
飛
鳥
時

卜

代
以
降
に
大
規
模
に
開
発
さ
れ

笠口潮

た
よ
う
で
、
国
道
二
三
号
線
中

勢
道
路
建
設
に
伴
っ
て
調
査
さ



1998年 出上の木簡

れ
た
大
古
曽
遺
跡

・
橋
垣
内
遺
跡

・
六
大
Ｂ
遺
跡

。
六
大
Ａ
遺
跡
や
、
県
道
建

設
に
伴
っ
て
調
査
さ
れ
た
大
垣
内
遺
跡
な
ど
で
、
多
数
の
律
令
期
の
掘
立
柱
建

物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
特
に
六
大
Ａ
遺
跡
に
南
隣
す
る
六
大
Ｂ
遺
跡
で
は
、

正
方
位
を
意
識
し
た
大
規
模
な
掘
立
柱
建
物
群
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
溝

か
ら
八
世
紀
後
半
の
土
器
に
伴
っ
て

「□
□
十
□
年
十
月
七
日
□
前
東
大
」
と

書
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る

（本
誌
第
一
五
号
）。
こ
れ
ら
遺

跡
群
は
、
窪
田
遺
跡
群
と
で
も
総
称
し
う
る
も
の
で
、
旧
伊
勢
国
奄
芸
郡
の
中

心
地
の

一
角
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
六
大
Ａ
遺
跡
は
、
こ
れ
ら
遺
跡
群
の
北

端
に
位
置
し
て
水
陸
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

今
回
紹
介
す
る
二
点
の
木
簡
は
、
調
査
区
の
中
央
部
を
縦
断
す
る
大
溝
か
ら

出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
溝
は
、
上
流
部
で
幅

一
五
ｍ
深
さ

一
ｍ
、
下
流
部

で
幅
三
〇
ｍ
深
さ
三
ｍ
、
調
査
区
内
で
の
総
延
長
約

一
〇
〇
ｍ
を
測
る
大
規
模

な
も
の
で
、
最
下
層
に
弥
生
時
代
後
期
の
土
器
、
最
上
層
に
中
世
の
土
器
を
包

含
す
る
。
大
溝
内
部
に
は
、
素
掘
り
や
石
組
み
の
井
泉
、
貼
石
な
ど
が
敷
設
さ

れ
て
お
り
、
井
泉
や
出
土
遺
物
の
存
在
形
態
か
ら
、
古
墳
時
代
を
中
心
と
し
た

時
期
に
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
痕
跡
が
明
瞭
で
、
大
形
の
土
馬
な
ど
の
存
在
か
ら

こ
の
祭
祀
行
為
は
律
令
期
に
も
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

木
簡
や
土
馬
以
外
に
注
目
で
き
る
律
令
期
の
遺
物
と
し
て
は
、
獣
脚
付
圏
脚

円
面
硯
や
円
面
硯
、
「嶋
」
「北
」
「大
川
」
な
ど
の
墨
書
土
器
、
土
管
、
緑
釉

陶
器
、
隆
平
永
宝
、
下
駄
な
ど
の
木
製
品
が
あ
る
。

木
簡
の
年
代
は
、
大
溝
出
土
資
料
と
い
う
制
約
上
、
大
雑
把
な
こ
と
し
か
言

え
な
い
が
、
Ｉ
層
か
ら
Ⅳ
層
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
堆
積
土
中
、
ω
は
Ⅲ
層
出

土
で
飛
鳥
―
平
安
時
代
、
②
は
最
上
層
の
Ｉ
層
出
上
で
中
世
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
つヽ
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

訂
日
口
』

宣
（
潔

‐――‐
Ш

争

』

創
咄
］

冨
碧
□
』

あ
と

．
　

　

　

　

殖
　
　
　
□
　
　
　
　
　
」（溺

ｅ
×
Ｇ
ｅ
×
伽
　
ｏ
２

②

　

「
＜
燕
民
将
来
子
孫
門
也
」
　

　

　

　

　

　

　

∞叉
∞叉
∞
鼠

い
は
曲
物
の
底
板
を
転
用
し
た
材
で
、
上
端
部
及
び
側
面
を
欠
損
す
る
。
文

字
は
表
裏
に
存
在
し
、
仮
に
文
字
数
の
多
い
方
を
表
面
と
し
た
場
合
、
表
面
の

文
字
の
配
列
は
、
規
則
性
に
乏
し
く
、
ま
た
記
号
か
と
も
思
わ
れ
る
意
味
不
明

の
墨
痕
も
存
在
す
る
。
表
面
の

「真
」
「
可
」
「多
」
以
外
は
線
が
太
く
、
三
字

と
は
異
筆
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
字
容
の
異
な
る

「殖
」
が
表
裏
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
記
号
状
墨
痕
の
存
在
か
ら
何
ら
か
の
呪
符
と
も
思
わ
れ

る
が
、
判
読
で
き
な
い
文
字
も
多
く
、
確
定
で
き
な
い
。

②
は
い
わ
ゆ
る
蘇
民
将
来
札
で
あ
る
。
形
状
的
に
は
ほ
ぼ
原
形
を
留
め
て
い

る
。
た
だ
し
塁
痕
は
薄
く
、
「将
来
子
孫
」
の
部
分
は
極
め
て
判
読
し
づ
ら
い
。

な
お
、
本
例
と
は
別
に
、
本
例
と
頭
部
の
形
状
が
共
通
す
る
も
の
の
、
墨
書
が

な
い
木
簡
状
木
製
品
が

一
点
、
Ⅱ
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
　

（穂
積
裕
ヨじ
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